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に Internal Revenue Code（以下「内国歳入法典」とする），及びEmployee





























































plans），株式賞与制度（stock bonus plans）の3つの制度があるとされる。一方，         
ERISAにおいてESOPは，主として適格な使用者である会社の株式に投資
する確定拠出型の年金信託の一形態とされている。ERISAには確定拠出制度
（deÀned contribution plan）として，現金買取制度（money purchase plan），
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